
2006年出上の木簡

ち
ょ
な
が

〓三
・丁
長
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
多
気
郡
明
和
町
斎
宮
字
丁
長
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
二
〇
〇
六
年

（平
１８
）
二
月
～
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
野
鳥
美
沙
子

・
小
林
俊
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

丁
長
遺
跡
は
、
国
史
跡
斎
宮
跡
の
東
方
に
位
置
し
、
笹
笛
川
中
流
域
左
岸
の

段
丘
上
に
立
地
す
る
。
第

一
次
調
査
に
お
い
て
古
代
の
伊
勢
道
と
考
え
ら
れ
る

道
路
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
第
二
次
調
査
で
は
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺

構
の
み
確
認
さ
れ
た
。
遺
構
は

溝
や
井
戸
が
大
半
を
占
め
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
近

世
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
六
〇
か
ら
出
土

し
た
護
摩
木

一
点
で
あ
る
。
Ｓ

Ｅ
六
〇
は
上
層
が
大
き
く
破
壊

さ
れ
て
い
た
が
、
下
層
に
は
一
辺
約

一
ｍ
の
縦
板
組
み
隅
柱
横
桟
止
め
の
方
形

の
井
戸
枠
が
遺
存
し
て
い
た
。
隅
柱
の
上
端
部
は
切
断
面
を
残
し
て
お
り
、
護

摩
木
は
こ
の
隅
柱
直
上
で
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
分
ン
マ
と

宝
暦
二
年
　
士
口
　
野
　
山

〔鴎
勇
譜
修
大
峯
山
上
護
摩
供
如
意
祈
彼

〔桜
　

本
　
坊
力
〕

九

月

吉

日

　

□

　

□

　

□

　

」
崖

受

Φ
撰

∞

昼

ス
ギ
材
の
護
摩
木
。
明
瞭
な
焦
げ
た
痕
跡
は
な
い
が
、
下
端
部
両
角
が
欠
損

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
護
摩
木
を
受
け
た
際
に
、
先
を
護
摩
の
火
で
焦
が
し
て

持
ち
帰
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
梵
字

「黙
己

（カ
ン
マ
ン
）
は
不
動
明
王
の
種

子
。
口
賛
」
（カ
ン
マ
ー
ン
）
の
可
能
性
も
あ
る
。
宝
暦
二
年
は

一
七
五
二
年
。

「桜
本
坊
」
は
金
峰
山
寺
の
塔
頭
名
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『平
成

一
八
年
度
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
年

報
』
全

Ｏ
〇
七
年
）

（野
鳥
美
沙
子
）
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(松 阪)




